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相変わらずの自民党・維新の会の金権政治に徹底批判を 
 総選挙で自民党は派閥の政治資金規正法違反事件で収支報告書に不記載があった議員、統一協会

と接点のあった議員について、例外なく重複立候補を認め、萩生田光一、前回落選した下村博文

ら、計 52人のうち 49人が当選しました。さらに、9月 17日に発足した第２次高市改造内閣に裏金

議員二人が初入閣しました。そして、しぶとく旧安倍派、裏金議員らが、息を吹き返し、派閥再結

成に向けて動いています。また、福岡県議会の議長・副議長ポストを巡る金銭授受疑惑のように、

自民党は裏金問題など金権政治に対して、全く反省していません。金権腐敗政治に対する国民の怒

りを結集し、真相究明を求める取り組みを強めましょう。 

あわせて、そして、議員報酬より著しく低い報酬を基準にした社会保険料を支払う「国保逃

れ」、秘書の会社への公金還流、中司宏規制改革大臣の裏金疑惑など維新の金にまつわる問題への

追及・批判も強めねばなりません。 

第２次高市早苗改造内閣 日本維新の会 中司宏氏の重大疑惑 
 中司氏は、大阪府枚方市長在任中の清掃工場建設工事をめぐる談合事件で有罪判決を受けていま

す。中司氏は冤罪だと主張していますが、最側近だった元議員がゼネコンから受け取った「裏金」

の一部を市長室で渡したことを著書（2020年）で詳述し、赤旗「日曜版」の取材に「事実だ」と認

めました。 

 中司氏や維新は事実関係を国会で明らかにする必要があります。そのような人物を閣僚に登用し

た高市首相の任命責任も重大です。高市首相は、内閣改造・党役員人事で政治資金収支報告書への

不記載が明らかになり、処分を受けた裏金議員も相次いで登用しました。農林水産相に起用された

簗（やな）和生氏は 1746万円の不記載、文部科学相になった関芳弘氏は 836万円の不記載があり

ました。関氏は統一協会とのつながりも明らかになっています。宗教行政を所管する文科相として

不適格です。 

 副大臣と政務官には、裏金事件に関与した旧安倍派の議員を 10人も登用。環境副大臣の三ツ林

裕巳氏の不記載額は 2954万円、経産副大臣の宮本周司氏は 1482万円、防衛副大臣の小田原潔氏は

1240万円にもなります。 

 高市首相は記者会見で「２回の選挙を通じて国政に送り出してもらった」などと開き直っていま

す。しかし、裏金事件の全容は明らかになっておらず、事件に関与した議員は説明責任を果たして

いません。当選したからといって、政治的責任はなくなりません。 

 実際、国民は納得していません。「時事」世論調査（11～14日実施）では、裏金議員の起用に

「反対」が 68.6％で「賛成」の 11.8％を大きく上回りました。「共同」（17、18両日実施）でも、

裏金議員の閣僚起用について「適切ではない」が 66.6％となっています。 

■進まぬ再発防止策 

 高市首相は、旧安倍派の幹部だった西村康稔選対委員長、萩生田光一幹事長代行、松野博一組織

運動本部長も再任し、重役につけています。一方で、再発防止策は進んでいません。裏金事件への

国民の批判が高まったことを受け、企業・団体献金のあり方については 25年 3月までに結論をえ

ると合意していました。しかし、いまだ棚上げされたままです。７月に閉会した特別国会でも結論

が持ち越されました。 

 日本維新の会は企業・団体献金の禁止を選挙で公約していました。ところが、自民党と連立を組

むために、禁止を引っ込め、裏金議員の登用も容認しています。 
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高市首相、国連総会で演説 ＩＣＣ「制裁」言及せず 

 高市早苗首相は 22日夜、米ニューヨークで開催中の国連総会で、就任後初の一般討論演説に臨

みました。トランプ米政権が国際刑事裁判所（ＩＣＣ）への攻撃を強める中、首相は日本としてＩ

ＣＣなどを「一貫して支持」していると強調し、「法の支配」を重視する立場を表明しました。し

かし、米政権がＩＣＣの赤根智子所長に「制裁」を科したことへの言及は避けました。 

 首相は演説後に行われた内外記者会見で、演説に先立って行われたトランプ大統領との首脳会談

でも、ＩＣＣに関して「率直なやりとりを行った」と述べました。しかし、赤根所長に対する「制

裁」に言及したかどうかも含めて、詳細な内容は一切、答えませんでした。 

 トランプ政権が 8月、赤根氏を「制裁」対象とした際、首相は「大変残念」と個人的な感想を述

べるにとどまり、「弱腰」との批判が相次ぎました。対米配慮最優先で、日本が送り出した赤根所

長を守り抜くとの表明を避けたことで、批判が再び強まりそうです。 

 首相は米とイランの戦闘が続く中東情勢を巡り、「法の支配に基づく海洋秩序が大きく揺らいで

いる」と述べ、イランの対応を念頭に、すべての船舶が追加的な通航料を課されずにホルムズ海峡

を通過できることの重要性を強調しました。一方、イランへの攻撃を継続している米国への非難は

避けました。 

 首相は「今ほど国連が重要な時代はない」と力説。安保理改革の重要性を強調するとともに、日

本やドイツ、イタリアなど第２次世界大戦の敗戦国の扱いを定めた国連憲章の「旧敵国条項」を早

急に削除することも求め、「日本の誇りと名誉にかけて、強く申し上げる」と語りました。人工知

能（ＡＩ）を巡り、「人類に飛躍的な機会をもたらす一方、安全保障上の挑戦にもなっている」と

して、国内での「ＡＩサミット」の早期開催に意欲を示しました。 

 トランプ大統領の無法ぶりを間近に見ても、「日米同盟絶対」の思考から一歩も抜け出せず、大

統領への追従を続ける首相の卑屈な姿は目を覆うばかりです。平和憲法に基づく自主・自立の外交

への転換が切実に求められます。 

トランプ氏と高市氏の会談   「ドナルドと私のリーダーシップのおかげで」発言 
 首相官邸公式 Xは、会談の冒頭発言を速報版として掲載。トランプ大統領が「彼女は偉大な総理

大臣になるでしょう」「歴代の偉大な総理大臣の 1人として名を残すことになります」と、高市首

相を持ち上げる発言をしました。 

 高市首相は「ドナルドが日米同盟に非常に力強くコミットメントしてくれていること、改めて感

謝します」と切り出し、先日おこなった内閣改造について言及。そして「今、AIですとか半導体で

すとか、重要鉱物など、ドナルドと私のリーダーシップのおかげで、日米間で経済安全保障の協力

も進んでいます」と発言したのです。 

 この「おかげ」発言、『おかげ』って普通誰かに敬意を表して言うもの、自分に『おかげ』は普

通使う事ないのではないでしょうか。世間からも、“『私のおかげで』って、かなり傲慢な台詞で

す。ジョークとパワハラ以外では使わない”“トランプのリーダー 

シップのお陰で、ならまだ分かりますが、なんで自分も引っ付けちゃ 

ったかな”“国民が恥ずかしい”との声が報じられています。 

 そして、物議を醸したのが、内閣広報官の公式アカウント Xが同 

月 26日に投稿した写真です。よく見るとこの画像、写真中央に着 

目すると白い白線が引かれていることが分かります。つまり、この 

写真は、高市首相とトランプ大統領を同じカットでとらえたもので 

はなく、それぞれ別のタイミングの 2人を切り取って合成した写真 

だったのです。高市首相とトランプ大統領の“不協和音”が囁かれ 

ていただけに、ネット上では内閣広報による画像合成を指摘する声 

が相次いでいます。 

 

宮城国見九条の会 署名訴え町内 700世帯のうち 567軒を訪問 
 国見九条の会では 8月・9月の 2ヶ月間、署名活動に取り組みました。 

 

内閣広報 画像合成 



1、署名活動で町内 700世帯のうち 567軒を訪問し、136筆の署名を 8月 9月で集めた。断られたの

は 130軒。考えておくが 34軒。留守 277軒（訪問した中の半分は留守） 

2、署名してくれる方と、しないで断る方は半々、互角だった。国論を二分するというのを実感し

た。 

3、仙台空襲で国見のここまで爆弾、焼夷弾が落ちて来て家が焼けた、機銃掃射で死にそうになっ

た、満洲から命からがら逃げかえったという、90代や 80代の女性・男性の話も聞けた。 

   ◇仙台空襲の時八幡町にいた、当時 10歳、3歳の弟をおんぶして逃げた。川内が火の海になる

のを見た。米軍機の機銃掃射があり死ぬかと思った。あんな戦争は二度とごめん。91歳女性。 

◇長町から仙台に引っ越す前の晩に仙台空襲があった。家族で荷物をリヤカーに積んで行った

ら仙台はまる焼けで引き返して来た。9人兄弟で兄 2人が戦争に行った。90歳男性。 

4、東京の国会前や仙台での集会、ペンライトデモなどの情報は国見の人には全く入っていなかっ

た。署名しようと思ったのは国会前の雰囲気を伝えて回りたかったから。 

5、熊や猪の出没に怯えている人もいて、憲法より熊何とかならない？と長話にもなった。 

<宮城 国見九条の会の白砂英男さんから報告> 

 

和歌山憲法会議 総会と学習会を開催 
 2026年 9月 19日（土）、和歌山憲法会議は、和歌山市において総会・学習会を開催しました。学

習会では、フリージャーナリストの西谷文和氏を講師に招き、「紛争地（戦場）から見た憲法９

条！」～イラン・ガザ・イスラエル・レバノン～の今～！と題して記念講演が行われ、54名が参加

しました。 

 西谷氏は、中東戦争の歴史的経緯とともに、具体的な映像や写真を紹介しながら、ガザ近郊の最

新状況を詳細にふれました。イスラエルがパレスチナへ侵攻を繰り返してきたことにより、２年間

で７万４千人以上が虐殺されたこと、停戦になっているものの犠牲者は 1100人以上でているこ

と、イスラエル入植者が暴力などの蛮行を行っていることなど、国連憲章や国際法や蔑ろにした集

団殺戮を厳しく批判しました。 

 戦争初日に国防大臣が「ガザの奴らは動物と同じ、殺してもいい」と発言したことに対し、西エ

ルサレムの反戦集会で「ガザの人々も人間だ、アラブの人々と仲良くしよう」として訴えたユダヤ

人もたくさんいたこと。2026年 10月の総選挙を控えた世論調査では「ネタニヤフは立候補すべき

でない」が約６割に達していることなど、イスラエル内での平和・人権・民主主義をめぐる攻防に

ついて報告されました。 

 西谷氏は、戦争と地球温暖化などにより難民を生む連鎖が続いている中東諸国の人々が、日本の

憲法９条をよく知っており、憧れていることを力説し、特に、故中村哲氏の活動を９条の精神を生

かしたものとして高く評価しました。今こそ、憲法９条を海外に輸出して、生かしていくことが世

界の平和にとって重要だと訴えました。 

 総会では、高市政権の暴走を阻止すべく、若者や極右勢力などへの対話を広げること、戦争反対

の一点で共同を広げることなど、９条改憲阻止の運動が強調されました。また、2026年度の役員と

して、引き続き、議長に阪本康文氏、事務局長に東山邦夫氏を再任しました。 

 

 


